
評価結果概要

①第三者評価機関名

②事業者情報

③評価実施期間

④総評

℡
 335-0034
 埼玉県戸田市笹目1-7-10

定員(利用人数)：

 048-449-6222

○地域の様々な資源や申し出などを活かし、子どもたちの保育活動の広がりにつながっている
園の周辺には畑が広がり、近隣の方の申し出により子どもたちがジャガイモ掘りを体験したり、作
物の収穫をさせてもらい直接野菜に触れるなどの機会も得ている。近隣のデイサービス施設を訪問
して高齢者と交流したり、併設されている学童保育との連携を活かして子どもたちの手伝いや遊び
を教えてもらったり、園庭ではサッカーの指導を受けたりしており、地域の子育てに関する資源を
活かした取り組みが行われている。また、地域の医療機関から提案を受け、助産師から直接子ども
たちに「いのちのはなし」をしてもらう機会があり、赤ちゃんの心臓の音を聞くなどの体験をして
いる。保育園での日々の活動にとどまらず、様々な機会を活かした保育が進められている。
○栄養士が中心となり、スタッフ全員で共有・協同し子どもたちの「食」を豊かにし、「食」を通
した様々な豊かな実体験の機会を提供している
年間食育計画に基づき、郷土料理・世界料理・絵本献立など様々な豊かな料理に触れることができ
ている。また、活動の中でクッキング保育や野菜の栽培を行い、身近な野菜の生長を観察したり、
近隣居住者の協力を得て芋ほりも体験したり実物の野菜に触れるなどもしている。絵本給食では、
絵本の内容に沿った給食を工夫して提供している。お弁当に関する絵本では、スタッフがパネルシ
アターを演じて絵本に出てくるおにぎりやおかずが献立として提供されるなど、毎回絵本をもとに
キャラクターをかたどった盛り付けや給食の提供に子どもたちが知っている飾り付けを工夫するこ
とで、食への興味や喜びを子ども自らが感じとることができている。また、保育活動に取り入れる
ことで様々な経験を通した学びができていると感じられる。

〒

代表者氏名：

所在地：

70　(70) 名  坂根　加奈

◇特に評価の高い点

　平成３０年　９月２０日（契約日）～平成３１年　３月２６日（評価結果確定日）

福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社　地域計画連合

太陽の子 とだ笹目保育園 種別：
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評価結果概要

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

はじめて第三者評価を受け、たくさんの学びがありました。
保育の環境設定については、今年１年かけて特に力を入れてきた部分ではありましたが、さらによ
りよくするためのアドバイスをいただきました。
子ども主体性を大切にし、よりよい保育をするためにスタッフ間で話しあっていき、改善したいと
思います。
保護者の皆様には、お忙しい中アンケート調査にご協力いただきありがとうございました。

○全体的な計画や指導計画など、保育内容に関する取り組みについて保護者にさらに分かりやすく
伝えられたい
全体的な計画を基に、各クラスで養護・教育等を踏まえて年間指導計画や月間指導計画を策定し、
日々の保育活動につなげている。今後は期・月ごとに行っている計画の見直しの基準や手順を定め
ることも検討されたい。また、保護者に向けて全体的な計画や年・月・週の指導計画の内容を分か
りやすく伝える工夫をしたり、週案を掲示して子どもと保護者が話をするきっかけを提供するなど
の取り組みも期待したい。日々の保育活動が具体的な計画をもって行われていること、保育者の気
づきや工夫・配慮などが取り組みに活かされていることを保護者にも丁寧に伝え、園での保育活動
へのさらなる理解と協力につなげられたい。
○主体的に、活動できる遊びのねらいを明確にした環境整備に期待したい
今年度は、保育所保育指針の改定を踏まえ「主体性を育む保育」子どもがやりたい遊びを選び遊ぶ
ことを楽しむことのできる保育室の環境構成について、園内研修で取り組んでいる。各保育室には
子どもが自分で出し入れできる高さの棚におままごとなどの保育教材が置かれ、５歳児保育室には
離れた場所に廃材などを使って自由に造形活動ができるように環境が整っていた。また、途中の作
りかけのものには一時保管の箱が一人ひとりの名前を書いて用意され、遊びの継続性にも配慮され
ていた。今年度の取り組みをスタッフ間で振り返り評価し、さらに発達の特徴に沿って明確なねら
いを立て「遊びを通して育つ主体性」の保育の環境整備に期待したい。
○法人の中長期計画・構想を基に、保育活動の展望や人材の育成・確保、保育環境の拡充などを盛
り込んだ園の中期計画も検討されたい
法人が目指す保育の方向性、将来の姿や構想などが中長期計画あるいは構想として取りまとめられ
ている。法人の将来像などを踏まえ、園の全体的な計画を中心とした今後の保育の指導活動の展望
や人材の育成・確保、玩具や絵本などの拡充などを含めた保育環境の充実に関して職員全員での協
議を進めて、園独自の中期計画として整理することも検討されたい。その際には、職員の話し合い
をもとに達成状況などが確認しやすく、目標として明確な指標の設定なども含めて検討・協議を進
め、事業計画として確立し保育活動の実践に活かされたい。

◇特にコメントを要する点
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